










On the study of the Inoculation E旺ect of SiC to Cast Iron 
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Eihoh ISHIJIMA Tsuneo KOBA Y ASHI 
Syuji TAKEDA 
In order to investigate the eff巴cts of silico carbide as inoculant to cast iron， the authors tried to 
!noculate on the molten iron consisted of回rbon equivalent from 3.3 to 3.9 percent. And as 
!noc叫ants， used silico-carbide， silico-carbide mixed with 5 percent of aluminium compared with 
those of ferro-silicon. The inoculation of silico-carbide had not special nice influence when it 
was used in similar range of carbon eq uivalent which have been studied on the inoculation effects 
of calcium-silicon and ferro-silicon. The authors are going to research on the e佐ctive application 
of silicひ-carbide inoculation to the mechanical and other properti田of cast iron. 
鋳物寸法は25mmØ' x 100mmlである。 接種剤の粒度は
6�12メッシュで SiC-Alは SiCに 5 %のAl のド リノレ
屑を加えたものである。 接種量は鋳鉄の各系列と も
0 ，  0 .15， 0 .3， 0 .5， 0 .7及び0.9 %である。 上記の よ
うにして鋳込んだ棒状試料の中央部から幅15mmの 試
料を切り出して硬度， 各種面積率 及び、共晶セル数 測定
用 試料とした。
1. 緒 言
鋳鉄に対する接種剤!としては Ca-Si 及びFe-Si など
が用 いられて いるが最近 SiCも接種剤として種々検討
されて いるようである。 本実験ではこの SiCの 接種効
果を調べるために， とりあえず 従来 Ca-SiやFe-Si に
つ いて行って いた炭素当量の範囲内で Fe-Si との比
較実験を行った。 尚 Fe-Si は接種効果 を有するた め
には少量の活性元素ca又は Alを含有することが必
要とも いわれているので 本実験では SiC単独の もの と
SiCに 5 %の Alを混合したもの も用 いてみた。
2. 実 験 方 法
実験用鋳鉄として 従来行ってきた 炭素当量(C.E.)
3.3， 3.5， 3.7， 3.9 %の 4 種を選び， これらの鋳鉄を
熔製するために C 3.71 %， Si 1.84 %， Mn 0 .5 %， P 
0.13% S 0 .03%， Cu 0.02 %なる組成を有する砂鉄銑
に軟鋼を配合し， 又Mn量が 0. 5 %になるように Fe
Mnを配合して 8kgずつ黒鉛ノレツボに入れク リプトノレ
電気炉で熔解し， 棒状の砂型に流した。 更にこれら鋳
鉄を熔解接種するために 350gずつ 1番黒鉛 ノレツボに










性を補うことにした。 一方， 鋳鉄の組成， 接種剤の種
類 及び量により可成りフェライトの発生量に変化が見
られたので、これらの関連性も調べるためにフェライト
の面積率も測定した。 面積率の測定方法は 種々あ る
が， ここでは鉄鋼の非金属介在物量の 測定に利用され
ている点算法を利用した。 この方法は縦横犬々20本の
等間隔の格子線があり， それらの交点即ち 格 子点 が
400個ある倍率10倍の顕微鏡の接眼鏡を用い総合倍率
100倍で 試料を顕微鏡観察し 格子内の視野にある目的




りの 差異が 現われるこ と 及び同一試料 でも断面に より
面積率に差が 生ずるため で 、はないか と思われる。 しか
し Fe-Si接径一の場合 はC.E.が高くなるにつれてSiC
やSiC←Al接種の場合より，t�JJn面杭本が高くな る傾向




であろう。 C.E.3.3克で 0 .7及び 0.9克のSiC-Al接種







織の面積割合を算出する 方法である。 1 試料当りの 測
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性質の聞 にも密 接な関係があること は当然予想、され
る。 近年この共品セノレの存在が明かとなり ， これ と凝





測定のために 1 . 6 mmx 2 . 4 mm の矩形の枠のある倍率
10 倍の顕微鏡接眼鏡を用い50 倍の低1:乍存で、枠内のセノレ
数を数え 1 試料につき10 視野の平均値を以って共IR1セ
ノレ数とした。 測定結果はISl-4 に示す如くである。 全
般 に接種量及び C.Eが閉すと共に共品セノレ数は多く
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図-4 各種 C.E.の鋳;í)1é に於ける援額垣:と
共1111セル数との関係
(1) C.E. 3 .3% SiC (2) C.E. 3 .3% SiC-Al (3) C.E. 3 .3% Fe-Si (4) C.E. 3.556 Si C 
(5) C.E. 3 .5 %  SiC-Al (6) C.E.3 .5 %  Fe-Si (7) C. E.3.7% SiC (8) C.E. 3.7% SiC-Al 
(ω C.E.3 .7 % Fe-Si 附 C.E. 3 .9% SiC 刷 C.E. 3.9% SiC -Al (12) C.E. 3.9% Fe-Si 
写 真← 1
iii)顕微鏡 組 織 黒鉛組織改良効果の強さの順位 について も，!�lj由化と同
写真一 1 は各種 C.E.の 鋳鉄に0 .3%接種した場合の 様な ことが云え る。
組織である。 前述の組織面積率の測定結果 か ら Fe- iv)硬 度
Siが最も有効であることを認めたが 図 5 は各組織の
形態 に 及ぼす影響を示したもの である。 図中 に示され
ている点線より上の部分 は黒鉛組織として最も安定な
片状 黒鉛のみの部分 で且つ 遊 離セメタイトが存在しな
いか若しくは極めて少い部分であるが ， これによると
硬度の測定結果 は図 6 に示す如くでセメンタイト
面積率と極め て類似した結果を示している。 以上の実
験結果から考察するとSiC及び SiC-Alよりも Fe--Siの
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